






































1914 ～ 1918 年
第Ⅲ部　戦間期における社会調査の展開
　第 10 章　産業不安と労働者：1919 ～ 1920
年代前半
　第 11 章　工場の再編成：1919 ～ 1920 年代
前半




　第 15 章　失業対策の政策的展開：1920 年代
後半
　第 16 章　産業効率の探求：1920 年代後半
　第 17 章　ロウントリー社の「科学的管理」
　第 18 章　農業・農村調査の展開：1930 年代
前半
第Ⅳ部　貧困研究の新次元




































































































































































































































2014 年 4 月，ⅹⅲ＋ 556 頁，定価 8,500 円＋税）
 （あかぎ・まこと　松山大学経済学部准教授）
